
 

 

 

 

子ども達の学びの充実のために地域と協働しよう！ 

吾妻教育事務所では、今までの『学校支援センター』の活動を基盤に、地域と学校がよりつながり

を強化して「支援」から「協働」の関係になることで子ども達の成長と地域の活性化を目指す『地域

学校協働活動』を推進しています。 

「地域学校協働活動」の実践事例発表 

 研修会では、吾妻郡内の先進的な「地域学校協働活動」の事例を学びました。吾妻郡内の学校・家

庭・地域の連携は全国的に見ても進んでおり、文部科学省の表彰を受けた２事例で学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域とともにある学校づくりワークショップ」 

 研修会の後半は、各町村の教職員・ＰＴＡ・教委職員でグループワークを行い、それぞれの地域の

特色を生かした、学校・家庭・地域が連携した「地域学校協働活動」について話し合われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声（アンケートより） 

小・中・教委にＰＴＡが混ざり共通の話題で話し合う機会がもてたことや、自分たちの具体的な取

組を考えられたことはよかった。実際にどのように「支援」から「協働」に変えていくかが課題であ

るので、意識的に学校・家庭・地域の連携について考えていく必要がある。 

 

第６２号 

令 和 元 年 ２ 月 ７ 日 

吾妻教育事務所 発行 

教 育 あ が つ ま 
Ｈ Ｏ Ｔ  Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ 

学校支援センター推進研修会 

坂上小学校の『健康な体』を目的とした 
学校・家庭・地域との連携（Ｈ３０表彰） 

高山公民館の『英語教育』を目的とした 
学校・家庭・地域との連携（Ｈ２７表彰） 

草津町の、関係機関の「つな

がり」や「協働」を工夫した、

「安心･安全」の取組の発表。 

長野原町の、地域と学校が「協

働」して行う、「郷土の人材を生

かした学び」の取組の発表。 

中之条町の、地域と学校の「つ

ながりの強さ」を生かした、「キ

ャリア教育」の取組の発表。 



子どもを育む「縁」を結ぶ ～学校・家庭・地域の連携・協働を目指して～ 

 「地域と学校のパートナーシップ推進フォーラム」では、講師に昭和女子大学総合教育センター特

任教授の興梠寛氏を招いて講演会を行いました。学校・家庭・地域の連携と協働（「地域学校協働活

動」）を目指して、コーディネート機能の強化や「支援者」（サポーター）から「協働者」（パート

ナー）への意識改革、積極的なボランティアの参画などについて千葉県木更津市の事例をもとに学び

ました。 

『教育への志は高く、ボランティアのハードルは低く』 

～「学校支援ボランティア」（「地域学校協働活動」）の具体的な取組～ 
（講師講演資料より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声（アンケートより） 

・ボランティアというと少し敷居が高い気持ちがしていたが、紹介された事例なら気軽に参加してい 

ただけそうだと感じた。学校と地域両方が元気になれそうだ。（教職員） 

・ボランティアに対する先入観が変わり、誰にでもできるやり方を考えていこうと思った。（教職員） 

・コーディネーターなど、中心になる人がいればもっとよい形で協力できると思った。（ＰＴＡ） 

・子どもを、学校・家庭・地域で守っていく大切なことを教わった。ボランティアをかたく考えてい 

たが、自分にできそうなことを見つけて何かできることはないか考えていきたい。（ＰＴＡ） 

・子どもと一緒だと楽しいので、まずはどんなボランティアでもよいので自分の好きなことを楽しく 

やっていきたい。（一般） 

・自分達ができることで子ども達と触れ合えることをとても楽しく感じている。また、それが子ども 

達にとってもよいことだと思った。（一般） 

地域と学校のパートナーシップ推進フォーラム 

朝、校門前で
「おはよう」のあ
いさつをするだけ
で、立派なボラン
ティアです。 

「ボランティア
のハードルは低
く！」こんなボラ
ンティアはどうで
すか？ 

雑談から様々な
アイデアが。いつ
でも誰でも来てつ
ながる、ボランテ
ィアルームを作り
ませんか。 

趣味のガーデニングを学校の花壇でやれば「ボ
ランティア」。できることはたくさんある。 

一緒に悩んであ
げる（寄り添う）
ボランティアさん
がいてくれること
が、子どもは嬉し
い。 

中学生も小学校
に行けば立派なお
兄さんお姉さん
に。子ども達にも
ボランティアの心
を。 

おとなが子ども
達にボランティア
をする姿を見せる
ことこそが教育。
積極的に参加しよ
う。 

子ども達からの「ありがとう」の言葉や手紙
は、ボランティアへの最高のご褒美です。 

ご相談ください 吾妻教育事務所 生涯学習係 
◇学校と家庭・地域の連携・協働に関すること ◇家庭教育支援に関すること 

◇ＰＴＡに関すること ◇人権教育に関すること ◇メディアに関すること 


